
令和元年度 第１回
久留米市国民健康保険運営協議会

日時：令和元年7月26日（金）13時30分

場所：久留米市役所 3階 308会議室
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（１）久留米市国民健康保険運営協議会での協議事項について

（２）久留米市国民健康保険事業の状況
①被保険者の状況
②保険料について
③医療費の状況
④医療費適正化の取組み

（３）平成３０年度久留米市国民健康保険事業特別会計決算（見込）

（４）令和元年度久留米市国民健康保険事業特別会計予算

（５）令和元年度久留米市国民健康保険 新規事業
①外国人向け 国保制度 啓発冊子の作成
②くるめ健康のびのびポイント事業

（６）今後の久留米市国民健康保険運営協議会について（スケジュール）

報告事項



（１）久留米市国民健康保険運営協議会での
協議事項について

3



4

（１）久留米市国民健康保険運営協議会での
協議事項について

①保険料率について
財政状況等を参考に「令和2年度の保険料率」に対してご意見を
いただきたい

②医療費適正化等の国保事業について

医療費の適正化を図るため事業の手法等様々な視点からご意見を
いただきたい



（２）久留米市国民健康保険事業の状況

①被保険者の状況

②保険料について

③医療費の状況

④医療費適正化の取組み
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①被保険者の状況

・被保険者数、世帯数は
年々減少

・65～74歳の割合は増加

久留米市国保 被保険者数と世帯数の推移（年度平均）

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H２５ H２６ H２７ H２８ Ｈ２９

9.5% 9.2% 9.1% 8.9% 8.8%
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被保険者数の年齢構成の推移
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（２）久留米市国民健康保険事業の状況
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②保険料について

医療分 後期分 介護分

所得割 ９．３７％ ２．６６％ ２．１１％

均等割 ２７，２００円 ７，５００円 １４，７００円

平等割 ２２，２００円 ６，４００円 ―

※令和元年度の久留米市の保険料率は変更なし
賦課限度額は９３万円から９６万円へと改定

（２）久留米市国民健康保険事業の状況
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モデル世帯保険料

順位 自治体名 保険料

1 A 427,300円

2 B 409,300円

3 C 400,700円

～

6 久留米市 393,400円

7 D 392,400円

～

59 E 292,100円

60 F 290,700円

平成29年度保険料 県内比較

平均352,033円

順位 自治体名 保険料

1 A 413,500円

2 B 402,200円

3 C 399,200円

～

6 久留米市 393,400円

7 D 391,600円

～

53 E 287,400円

54 F 280,700円

平成29年度保険料 中核市比較

平均353,535円

この場合の
久留米市の保険料

393,400円

中核市、県内ともに6位と平均額を4万円ほど上回っている。

所得が200万円の家庭で40歳代の夫婦と
子どもが2人いる場合

（２）久留米市国民健康保険事業の状況
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（２）久留米市国民健康保険事業の状況

収納率は現年度分・滞納繰越分ともに、収納対策の強化により毎年増加
している。平成29年度現年度分は、中核市54自治体中13番目に高い
収納率となっている。
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③医療費の状況

被保険者数が減少しているため総医療費は減少しているが、
被保険者の高齢化や医療の高度化等により一人あたりの医療費は年々増加。

（２）久留米市国民健康保険事業の状況
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順位 自治体名 医療費（円）

1 A 468,888円

2 B 458,642円

3 C 458,441円

～

24 久留米市 383,082円

～

53 E 320,267円

54 F 303,822円

県内比較中核市比較

一人あたりの医療費 他市との比較
（平成29年度）

順位 自治体名 医療費（円）

1 A 453,367円

2 B 448,776円

3 C 440,531円

～

39 久留米市 383,082円

～

59 E 335,370円

60 F 332,313円

平均389,911円平均378,416円

（２）久留米市国民健康保険事業の状況

福岡県内では久留米市は平均額より6,800円ほど低いが、
中核市で比較すると、久留米市は平均額より4,600円ほど高い。



は生活習慣病に関連するもの
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疾病別医療費の割合
（平成30年度累計）

がん, 

25.90%
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9.10%

高血圧, 

6.70%

精神, 

24.60%

筋・骨格, 

16.20%

その他, 17.50%
【久留米市】このうち

慢性腎臓病
（透析）5.10％

久留米市国保の疾病別医療費の割合は「がん、糖尿病、高血圧」など
生活習慣病に関連がある疾病の割合が5割近くを占める。

③医療費の状況

（２）久留米市国民健康保険事業の状況
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•ジェネリック医薬品差額通知の送付

•ジェネリック医薬品希望シールの配布

ジェネリック医
薬品の普及促進

•医療費を記載したハガキを世帯ごとに送
付（年6回）医療費通知

•レセプトの再点検、返戻や過誤処理レセプト点検

•保健師が医療機関を頻回受診している
被保険者宅を訪問し適正な受診のため
の助言や生活指導の実施

訪問健康
相談事業

• 多部位・⾧期・頻回受診がある
被保険者について患者調査を実施

柔道整復

療養費

•国保の被保険者が交通事故や傷害によっ
てケガをし、保険証で病院を受診した際
の第三者（加害者）への求償

第三者行為
求償

• 特定健康診査

• 特定保健指導

法
定
事
業

• 早期介入事業

• 重症化予防事業

• CKD対策

市
独
自
事
業

給付の適正化 保健事業

④医療費適正化の取組み
（２）久留米市国民健康保険事業の状況



久留米市のCKD対策
（平成30年度～令和2年度）

久留米市ＣＫＤ対策ネットワーク【イメージ図】

Ⅰ．地域における普及啓発活動
既存の校区イベントでの啓発
健康教育、血圧・血糖測定
医師による結果説明、尿検査紙の配布等

Ⅱ．保健指導の充実・強化
２次検査（尿検査）及び保健指導の実施

Ⅲ．CKD医療連携システムの構築
一般医と腎臓専門医、糖尿病専門医に
よる併診体制の整備。
質の高い医療の提供によって重症化を
予防する。

④医療費適正化の取組み

（２）久留米市国民健康保険事業の状況
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令和元年度CKD対策の取組（計画）

１．地域における普及啓発活動
実施地域を増やし、活動の拡充を図る。
＊実績５校区→15校区 予算額196.4万円（+68.6万円）

２．重症化予防支援事業（CKD該当者）
速やかな事業の実施と２次検査後の保健指導の充実を図る。
＊２次検査実施目標100人→目標400人 予算額470万円（+ 151万円）

３．CKD医療連携システムの構築
特定健診を入り口とした医療連携について検討を進める。
腎臓・透析専門医部会、糖尿病専門医部会の開催。

＊予算額188.3万円（新規）

予算額
８５４万円
（+408万円）

（２）久留米市国民健康保険事業の状況



(３) 平成30年度
久留米市国民健康保険事業
特別会計決算（見込）
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（３）平成30年度 久留米市国民健康保険事業特別会計決算（見込）

歳 入 （億円）

項 目 予算額
（A)

決算見込
（B)

(B)ー(A)

保険料 61.5 64.7 3.2

国庫支出金 - 0.03 皆増

県支出金 235.2 233 ▲2.2

①普通交付金 229.3 224.1 ▲5.2

②特別交付金 5.9 8.9 3.0
一
般
会
計

繰
入
金

法 定 33.2 32.0 ▲1.2 

法定外 2.6 0.0 ▲2.6  

基金繰入金 2.0 0.0 ▲2.0 

繰越金 0.0 4.7 4.7

その他 0.8 0.97 0.17 

合 計 335.3 335.4 0.1 

歳 出 （億円）

項 目 予算額
(C)

決算見込
(D)

(D)ー(C)

総務費 7.0 6.3 ▲0.7

保険給付費 231.4 225.9 ▲5.5

国保事業費納付金 87.7 87.7 -

保健事業 2.8 2.4 ▲0.4

その他 6.4 5.2 ▲1.2

合 計 335.3 327.5 ▲7.8

基金残高 5億円
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歳 入 ３３５．４億円

歳 出 ３２７．５億円

収支（歳入 ― 歳出） ７．９億円

平成30年度国保特別会計の収支について

（３）平成30年度 久留米市国民健康保険事業特別会計決算（見込）

○保険料収納率の向上
・現年度分 ９４．８０％ （前年度 ９３．４５％）

・滞納繰越分 ２４．５５％ （前年度 ２０．６２％）

〇特別交付金の増加
保健事業や収納率対策事業に対して交付される県からの
交付金が当初の見込みより増加した。



（４）令和元年度
久留米市国民健康保険事業
特別会計予算
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(４) 令和元年度久留米市国民健康保険事業特別会計予算

歳 入 （億円）

項 目 30年度(A)
令和元年度

(B) (B)ー(A)

保険料 61.5 60.8 ▲0.7

国庫支出金 - 0.01 皆増

県支出金 235.2 232.0 ▲3.2
①普通交付金 229.3 226.2 ▲3.1

②特別交付金 5.9 5.8 ▲0.1
一
般
会
計

繰
入
金

法 定 33.2 32.6 ▲0.6 

法定外 2.6 1.5 ▲1.1  

基金繰入金 2.0 0.0 ▲2.0 
繰越金 0.0 0.0 -
その他 0.8 0.79 ▲0.01 

合 計 335.3 327.7 ▲7.6 

歳 出 （億円）

項 目 30年度
(C)

令和元年度
(D) (D)ー(C)

総務費 7.0 6.8 ▲0.2

保険給付費 231.4 228.3 ▲3.1

国保事業費納付金 87.7 88.3 0.6

保健事業 2.8 3.0 0.2

その他 6.4 1.3 ▲5.1

合 計 335.3 327.7 ▲7.6

令和元年度の予算 ３２７.７億円（基金残高５億円）
（前年度比2.3％減）



21

①歳出予算のポイント

〇保険給付費

被保険者数の減少に伴い保険給付費は
年々減少。しかし一人あたりの医療費は
増加傾向。

※保険給付費のほとんどは県から
普通交付金として補てんされる

〇国民健康保険事業納付金
医療水準や所得水準に応じて、市町村
が県に納付するもの。激変緩和措置が取
られたが、昨年度と比べ６千万円ほど増
加している。

〇保健事業費
①くるめ健康のびのびポイント事業
②CKD対策事業費

歳 出 （億円）

項 目 予算額

総務費 ６．８

保険給付費 ２２８．３

納付金 ８８．３

保健事業 ３．０

その他（返還金等） １．３

合 計 ３２７．７

(４) 令和元年度久留米市国民健康保険事業特別会計予算
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②歳入予算のポイント
〇保険料

〇県支出金

【普通交付金】

保険給付に必要な費用が県から交付される

【特別交付金】

災害減免が多額である場合や、市町村が実施
している保健事業等を支援するために交付さ
れるもの（保険者努力支援分など）

〇一般会計繰入

【法定分】

保険基盤安定、出産育児一時金、事務費

【法定外】

①保険料減免分、②福祉医療波及分、

③非自発的失業者軽減分

歳 入 （億円）

項 目 予算額

保険料 ６０．８

国庫支出金 ０．０１
県
支
出
金

普通交付金 ２２６．２

特別交付金 ５．８
一
般
会
計

繰
入

法 定 ３２．６

法定外 １．５
基金繰入金 ０．０
繰越金 ０．０

その他 ０．７９

合 計 ３２７．７

(４) 令和元年度久留米市国民健康保険事業特別会計予算



（５）令和元年度
久留米市国民健康保険 新規事業

①外国人向け 国保制度 啓発冊子の作成

②くるめ健康のびのびポイント事業

23



外国人の国保世帯が
増えることが想定される。

24

①外国人向け 国保制度 啓発冊子の作成

・納付困難者
・仕組みや日本語を理解していない
（文化や制度の違い、言葉の壁）

外国人向けの適切な制度周知・納付啓発が必要

・窓口での加入手続き時の配布や
市内日本語学校での配布を検討

・6か国語（英語、中国語、韓国語、
タガログ語、ベトナム語、ネパール
語）対応

国保
制度啓発
冊子を作成

（５）令和元年度久留米市国民健康保険 新規事業

・グローバル社会
・外国人労働者
・留学生

パンフレット
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②くるめ健康のびのびポイント事業

（５）令和元年度久留米市国民健康保険 新規事業

〇対 象 者
40歳以上の久留米市
国民健康保険被保険者

〇定 員 1,000人

ス ケ ジ ュ ー ル
令和元年8月～９月 参加者募集

令和元年10月 くるめ健康のびのびポイント
事業開始

令和２年２月～３月 ポイント交換

ウォーキングや特定健康診査・各種がん検診
等の受診など市民個人の健康づくり活動に対
して特典を進呈することで、健康に対する関
心を高め、多くの市民の健康保持・増進を図
るとともに、医療費の適正化へと繋げる。



くるめ健康のびのびポイント事業

市民（国保４０歳以上）

健康ポイントサイト

■ウォーキング

■サイトへの初回登録
■生活習慣チャレンジ

■健診受診
■特定保健指導利用
■健康事業への参加
■ラジオ体操資格取得

ポイント付与の対象

受託業者

【本事業の主な特徴】
●ＩＣＴを活用したシステムの構築
●ポイント付与対象を幅広く確保
●活動実績のデータによる見える化
●ゲーム的要素（ﾗﾝｷﾝｸﾞ）の取り入
れ
●豊富な特典メニューを準備
●業者委託による事務の軽減

□サイトの構築・運用
□広報
□申込受付
□問い合わせ対応
□特典の進呈
□機器の調達（ｱﾌﾟﾘ
等）
□ポイント管理
□アンケート調査実施
□実績の提供（毎月）

主な委託業務

定員１，０００人
①
申
込

スマホ
アプリ

歩数カウント

サイト入力

久留米市

②
実
績
取
込実施状況把握

③
ポ
イ
ン
ト
付
与

ポイントを一定獲得した者に対して

◎ポイントに応じて特典を進呈
◎特典は品揃えを確保し選択制

④特典（１人年１回）

実証事業の効果検証を踏まえ、本格的実施を検討する

（５）令和元年度久留米市国民健康保険 新規事業

健康無関心層を含む多くの市民を取り込みながら、インセンティブを活用した取り組みを効果的に展開していくために
は、参加者の意欲を喚起し、楽しみながら健康づくりに取り組めるような仕掛けとともに、効果を分析しその後の改善に繋
げることが重要である。 「くるめ健康のびのびポイント事業」においては、これらの要件を満たすことを主眼として、Ｉ
ＣＴを活用した事業を展開する。
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（６）今後の久留米市
国民健康保険運営協議会について

（スケジュール）
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（６）今後の久留米市国民健康保険運営協議会について（スケジュール）
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